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私立学校初任者研修 全国研修会（東日本）

実施報告概要

本年度初任者研修全国研修会（東日本）は、11月１日（金）～11月２日（木）の２日間、

千葉市の東京ベイ幕張ホールで開催され、６９名が参加した。

１日目は開会式に続いて、当研究所の中川武夫所長が「教育政策の動向と私学の対応」

と題し、現在の私学の置かれた厳しい状況をふまえて、私学教員としての心構えなどにつ

いて講義した。

次に、武蔵野東小学校、石橋恵二校長に

よる講演「子どもの変化についての理解～

発達障害と特別支援教育～」では、指導の

難しい子どもへの対応を話していただい

た。

夕食後は、少人数のグループに分かれ

ての討議が行われた。各学校での生徒指

導上の悩みや、授業の進め方などを、熱

心に議論していた。

２日目の午前中は、東洋大学経営企画

本部事務室参与の川合正氏と、群馬パース大学、原芳典講師による「学校教育相談と

カウンセリング入門」で、生徒と教師の関わり、生徒同士の人間関係、揺れ動く思春

期の複雑な心理を、教師はどう理解し

指導していくか、教師に課せられた非

常に重い課題を、実践的な話題を含め

て示唆された。

午後からは、小学校教員と中学・高

校教員に分かれての講義が行われた。

中学・高校教員は、元向上学園理事

長の清水秀樹氏による「明日から役立

つ生徒指導」を受講した。問題行動を

起こす生徒への対応は、いつの時代で

も教師達を悩まし続ける。そんな教育現場での実践的な事例への対応例を示された。

小学校教員は、当研究所の大森隆實専任研究員の、「明日から役立つ授業経営」を

受講した。小学生に対する具体的な授業の進め方や、生活指導のあり方について、さ

まざまな事例を示しての、講義と討議がなされた。

閉会式では、当研究所の中川武夫所長による研修会の総括を交えた閉会挨拶の後、参

加者代表に修了書が授与され２日間の研修会は終了した。


